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大阪府におけるウエストナイルウイルスに対するサーベイランス調査 

（2013 年度） 
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大阪府ではウエストナイルウイルス(WNV)の侵入を監視する目的で、2003 年度より媒介蚊のサーベイラ

ンス事業を実施している。また、死亡原因の不明なカラス死骸が 2 頭以上同一地点で見られた場合、それ

についても WNV に対する検査を実施している。 

2013年度は 6月末から 10月初めにかけて府内 20カ所で蚊の捕集を行い、得られた雌の蚊について WNV

遺伝子の検出を試みた。捕集された蚊は 8 種 5702 匹で、そのうちアカイエカ群(45.1%)とヒトスジシマカ

(48.8%)が大部分を占め、次いでコガタアカイエカ(5.8%)が多く採集された。その他にはシナハマダラカ、

トウゴウヤブカ、キンパラナガハシカ、ヤマトヤブカ、オオクロヤブカが捕集された。定点別、種類別に

384 プールの蚊について WNV の遺伝子検査を実施したが、すべての検体において WNV は検出されなか

った。また、2013 年度中に当所へ搬入された死亡カラス 12 頭の脳について WNV の遺伝子検査を行った

が、WNV は検出されなかった。 
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ウエストナイルウイルス（WNV）は、日本脳炎ウイ

ルスやデングウイルスなどとともにフラビウイルス科

フラビウイルス属に属し、主に蚊の媒介によってヒト 
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に感染する。発症した場合、多くは熱性疾患(ウエスト

ナイル熱)にとどまるが、高齢者などではしばしば脳炎

(ウエストナイル脳炎)を引き起こして、死亡あるいは重

い後遺症の原因となる。ウエストナイル熱（脳炎）は、

アフリカ、ヨーロッパ、西アジア、中東などで散発的

に流行してきた感染症であるが 1)、1999 年にそれまで

流行のなかった米国で初めて患者が発生し、それ以後

北米での流行が毎年続いている。わが国では 2005 年に

米国に渡航した邦人がウエストナイル熱に罹患した症

例が初めて確認された 2)。 

ウエストナイルウイルスを媒介し得る蚊はわが国に

も普通に分布しているため、国内への侵入、流行を監

視する必要があり、国のガイドラインにおいても地方

自治体における媒介蚊の調査体制が強く求められてい

る 3)。 

大阪府では 2003 年度より蚊のサーベイランス調査を

開始し、WNV に対する継続的な監視を実施している 4,5)。
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また、2004 年にウエストナイル熱の対応指針が策定

され、WNV 侵入前の調査や、侵入後の対応が速やかに

行える体制を整えている。また、蚊の調査以外にも、

厚生労働省の通知に従い 6）、死亡原因の不明なカラス

の死骸が同地点で 2 羽以上見られた場合、その鳥につ

いて WNV 検査を実施している。本稿では 2013 年度の

調査結果について報告する。 

 

調 査 方 法 

 

1.捕集定点および調査実施期間 

大阪府管内、東大阪市、高槻市及び豊中市の市街地

域に、図１に示した計 20 カ所の定点を設定し、2013

年 6 月第 4 週から 10 月第 1 週（東大阪市、高槻市及び

豊中市は 9 月第 3 週）までの期間、隔週の火曜日から

水曜日にかけてライトトラップを設置し、蚊の捕集調

査を実施した。なお、地点 L は昨年度まで和泉市立教

育研究所であったが、同施設の閉鎖に伴い、信太山青

少年野外活動センターに変更した。 

 

2.蚊の捕集方法 

 蚊の捕集には CDC ミニライトトラップ（ John 

W.Hock Company）を使用し、蚊の誘引のためドライア

イス（1～2kg）を併用した。ライトトラップは調査実

施日の夕刻 16～17 時から翌朝 9～10 時までの約 17 時

間設置した。 

 

3.蚊の同定 

 捕集した蚊は、各保健所で種類を同定した後、種類

ごとに別容器に入れて当日中に公衆衛生研究所に搬入

した。同定が困難な蚊等については公衆衛生研究所で

再度チェックした。アカイエカとチカイエカは外見上

の区別が困難であるため、すべてアカイエカ群として

分別した。 

 

4.蚊からのウイルス検出 

 各定点で捕集された蚊のうち、雌のみを検査の対象

とし、定点毎、種類毎に乳剤を作成してウイルス検査

に用いた。1 定点 1 種類あたりの検体数が 50 匹を超え

る場合は、複数のプールに分割した。乳剤は 2mL のマ

イクロチューブに捕集蚊と滅菌したステンレス製クラ

ッシャーを入れ、0.2%ウシ血清アルブミン（BSA）加

図１ 蚊の捕集地点定点 
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ハンクス液を 250μL 加えた後、多検体細胞破砕装置（シ

ェイクマスターVer1.2 システム、バイオメディカルサ

イエンス社）で 1 分間振とうして作製した。破砕後の

マイクロチューブは軽く遠心してからクラッシャーを

除去し、0.2%BSA 加ハンクス液を 500μL 追加して攪

拌した。それを 4℃、12,000rpm で 15 分間遠心し、そ

の上清を 0.45μm Millex フィルター（ミリポア社）で濾

過したものを検査材料とした。なお、1 プール中の蚊

の数の多寡により、サンプルに加えるハンクス液量を

適宜増減させて調節した。検査材料のうち 150μL につ

いて E.Z.N.A. Viral RNA Kit（OMEGA bio-tek 社）を使

用して RNA を抽出した。RT-PCR は、フラビウイルス

共通プライマー（Fla-U5004/5457,YF-1/3）、および WNV

特異的検出プライマー（WNNY 514/904）を用いた 7-9)。 

また、2005 年以降インド洋周辺から東南アジアにか

けて流行が継続、拡大しているチクングニア熱につい

ても侵入が警戒されるため、病原体のチクングニアウ

イルス（CHIKV）の媒介蚊となるヒトスジシマカにつ

いて、CHIKV 特異的検出プライマ－（chik10294s/ 

10573c）を用いて、CHIKV の遺伝子検出を試みた 10)。 

 

 5.カラスからのウイルス検出 

当所に搬入された死亡カラスは解剖して採脳し、そ

の脳乳剤についてウイルス検査を実施した。カラスご

とに 0.2%BSA 加ハンクス液を用いて 10％乳剤を作製

し、蚊と同様に RNA 抽出後、WNV 遺伝子検査を実施

した。 

 

結   果 

 

1. 蚊の捕集結果について 

捕集された蚊は 8 種 5702 匹で、そのうちアカイエカ

群(45.1%)とヒトスジシマカ(48.8%)が大部分を占め、次

いでコガタアカイエカ(5.8%)が多く採集された（図 2）。

その他にはシナハマダラカ、トウゴウヤブカ、キンパ
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ラナガハシカ、ヤマトヤブカ、オオクロヤブカが捕集

された。 

調査期間を通じた捕集数の推移を見ると(図 3、4)、

最も多く捕集されたアカイエカ群とヒトスジシマカは

調査期間中、常に捕集され、ともに 7 月初旬にピーク

に達した。アカイエカ群は、7 月 10 日に東大阪東部(定

点 T)において 752 匹が捕集され、全体の 40%を占めた。

また、ヒトスジシマカでは、7 月 10 日に和泉保健所管

内(定点 L)と高槻市(定点 R)において、それぞれ 311 匹

と 250 匹が捕集され、両者を合わせると全体の 30%を

占めた。アカイエカ群はその後 8 月下旬にかけて減少

する 1 峰性のピークを示したが、ヒトスジシマカでは

その減少傾向が緩やかで、9 月には再び増加傾向が見

られた。コガタアカイエカも調査期間中毎回捕集され

たが、7 月下旬から 8 月上旬にかけて最も多く捕集さ

れた。その他の蚊は捕集数が少なく、捕集場所も限ら

れていた（図 3）。 

定点別の捕集数では、各地点により捕集数にかなり

の差が見られたが、アカイエカ群とヒトスジシマカは

すべての地点で捕集された。コガタアカイエカは 15 カ

所で捕集され、東大阪東部(定点 T)で最も多く捕集され

た。シナハマダラカは和泉保健所管内(定点 L)、岸和田

保健所管内(定点 O)、泉佐野保健所管内(定点 P)の各定

点で、トウゴウヤブカは和泉保健所管内(定点 L)及び東

大阪西部(定点 S)で捕集された。また、キンパラナガハ

シカは和泉保健所管内(定点 L)で、ヤマトヤブカは和泉

保健所管内(定点 L)及び岸和田保健所管内(定点 O)で、

オオクロヤブカは高槻(定点 R)で捕集された（図 4）。 

 

2．捕集蚊からのウイルス遺伝子検査結果 

各定点で捕集された蚊を種類別に分け、計 384 プー

ルの乳剤を作製して RT-PCR 法による遺伝子検査を実

施したが、すべての検体において WNV 及び他のフラ

ビウイルスの遺伝子は検出されなかった。またチクン

グニヤ熱の媒介種となるヒトスジシマカについて実施

した CHIKV の遺伝子検査についても陽性例はなかっ

た。 
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3． 死亡カラスの回収数とウイルス遺伝子検査結果 

今年度は、岸和田保健所管内から 8 頭、和泉保健所

管内から 2 頭、八尾保健所管内から 2 頭、茨木保健所

管内から 1 頭(2 頭のうち 1 頭は回収不能で未回収)の計

13 頭のカラスが搬入され、それぞれのカラスについて

検査を実施したが、WNV 及び他のフラビウイルスの遺

伝子は検出されなかった。 

 

 

考   察 

 

  WNV は野外では蚊と鳥類との間に感染環を形成し

ており、ウエストナイル熱が流行している米国では非

常に多種類の蚊によって保持、媒介されていることが

明らかにされている 11)。府内で捕集された蚊のほとん

どを占めたアカイエカ及びヒトスジシマカは WNV に

対して高い感受性を持つことが確かめられており、ま

た、他に捕集されたコガタアカイエカ、ヤマトヤブカ、

シナハマダラカ、オオクロヤブカも注意すべき種類と

されている 3)。その他にもキンイロヤブカなどの WNV

媒介蚊が大阪府内に分布している可能性が考えられる

が、現状では本サーベイランスで捕集される蚊の WNV

保有状況をチェックすることで WNV の侵入に対応で

きると考えられる。 

 米国では 1999 年に WNV の侵入が確認されて以降、

ウエストナイル熱の大きな流行が起こり、2003 年には

9862 人の患者(死者 264 人)が記録された。その後、流

行は徐々に収まり 2011年には 712人の患者数にまで減

少した。しかし、2012 年になって再び大きな流行とな

り、5674 人の患者が発生して死者の数は 286 名にのぼ

った 12)。このような米国での患者発生数の推移は、ウ

エストナイル熱のような蚊媒介性の感染症がいったん

侵入してしまうと、有効なワクチンが実用化されてい

ない現在、その根絶が困難になってしまうことを示唆

している。 

 近年、ウエストナイル熱の他にも蚊が媒介する感染

症が再興感染症として報告されることが多くなってお

り、チクングニヤ熱はアフリカからインド、東南アジ

アにかけて大きな流行が続いている。また、フランス

領ポリネシアではジカ熱が流行し、オーストラリアで

はロスリバー熱が流行して、それぞれ邦人の感染帰国

症例が報告されている 13) 14)。今後はこれらの感染症及

び媒介蚊についても、情報収集などを行って注意して

いく必要があると思われる。 

 一方、蚊が媒介する感染症では、デング熱やマラリ

アがその患者数の多さから世界的な問題となっている。

2012 年の夏には、成田空港の敷地内において、東南ア

ジアなどでデング熱の主な媒介種となっているネッタ

イシマカの幼虫及び蛹の生息が確認された 15)。また、

2013 年には、我が国を訪れたドイツ人旅行者が日本国

内でデング熱に感染したと考えられる症例が報告され

た 16)。現在のところ、ネッタイシマカやデングウイル 

スの国内での定着は確認されていないが、今後のサー

ベイランス活動では、ウエストナイル熱にとどまらず、

多様な蚊媒介性感染症について対応していく必要があ

ると考えられる。 
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